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はじめに

本調査は、光ファイバーを用いる三次元蛍光スペクトル非破壊分析法
1～ 5)(3DF分

析

法)、 低レベル放射性同位体アメリシウム 241(241Am)を 用いる蛍光X線非破壊分析法 6

～9)(X部 分析法)、 および光ファイバーを用いる可視一近赤外反射スペクトル非破壊分

析法
1° )(Rf分析法)によつて実施した。なお、それぞれの分析法にしたがって得られ

たデータNo.は、文中に括弧を付し適用した分析法の略号とデータ番号を記した。

また、顕微鏡写真は PENTAX WG-3に よつて撮影し、赤外線写真は PENTAX 645D IRに

よって撮影した。

本調査によつて確認された染料および顔料を下記に示した。

≪染料≫

藍 (あい):青色染料 (色素成分 :イ ンジゴ ※顔料としての性質を兼ね備えている)

陳月旨 (えんじ):紫味の赤色染料 (イ ンドやミャンマーなどに生息するラックカイガラ

ムシが分泌する色素 “生陳脂"を単に “陳脂"と表記した。)
備考 :】燕脂には、その由来によつて異なるものがある。インドやミャンマーなどに生息

するラックカイガラムシが分泌する色素に由来する “生廉脂 "、 植物染料の紅花の花弁

から得られる色素に由来する “正廉脂"、 さらには植物染料の蘇芳から
―
得られる色素に

明然を加えて赤色に発色させた色素に由来する通称 “朦脂"な どである。また、アジア

産のラックカイガラムシ、南欧産のケルメスカイガラムシ、メキシヨ産のコチニールカ

イガラムシなどを総称して陳脂虫とよんでいる
H)。

≪顔料≫

鉛白 (えんぱく):白色顔料 (塩基性炭酸鉛 PbC03'Pb(OH)2主成分元素 :鉛 )

ベロ藍 (べろあい):青色顔料 (ヘキサシアノ鉄・酸鉄Ⅲカジウム 主成分元素 :鉄 )

石黄 (せきお う):黄色顔料 (硫化ヒ素 As2S3主成分元素 :ヒ 素)

朱 (し ゅ):赤色顔料 (硫化水銀 HgS主成分元素 :水銀)
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苧麻浅地菱つなぎ両面紅型衣裳
【資料番号:307】

≪白地型・細模様型・両面染≫

青、赤、黄で菱の文様を色差しし、糊伏せ

した後、地色が染められている。

網目文様の濃い青色 βからは藍の特性 Rfス
ペクトル (Rf 002)カミ得られ、赤色の菱文様
わからは水銀元素が検出され (XRF 001)、 そ

して黄色の菱文様 じからはヒ素元素が検出さ

れた (XRF 003&004)。 これらのことから、

網 目模様の濃い青は 「藍」であり、菱文様の

赤色は「朱」、黄色は「石黄Jと 判定した。

そして、地色の淡青色の部分 がからはベロ

藍の特性 Yスペク トル (RF 001)が 得られた。
このことから、この地色は 「ベロ藍Jに よつ

て染められている。

以上の通 り、この衣裳

には、青色の 「藍 J、 赤色

の「朱 J、 黄色の「石黄」、

そして地色には「ベロ藍」

が使われている。
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ちょま あさじ ばたん しだれざくら りょうめん びんがた ひとえ セヽしょぅ

苧麻浅地牡丹枝垂桜両面紅型単衣裳
【資料番号:269】

≪白地型・大模様型 。両面染≫

粗めのキ麻に大輪の牡丹や枝垂桜を華やか

に配置し、布の両面から染められている。

鳥が飛ぶ姿が白抜きにされた霞の赤色の部

分 βからは水銀元素が確認された (XRF 010)。

また、同様に鳥の姿が自抜きされた橙色の部

分 わからは水銀とヒ素元素が検出された (XRF
002)。 このことは、この赤色の部分 βには「朱」
が使われ、橙色の部分 わには赤色の「朱」に

黄色の「石黄」が混ぜられていることを示し

ている。また、一方には、赤色の牡丹の文様

もあるが、これにも「朱」が用いられている

と推定できる。

紫味をもつた桃色の牡丹文様 σからは陳脂

の特性 Rfスペク トル (Rf 014&015)が 、ま
た1剤]旨の特オ陛 3DFスペクトル (3DF 007&008)

がそれぞれ得られ、さらには同様の部分から

鉛元素が検出された (X駆 006)。 これらのこ

とから、この仕丹紋様には紫味の赤色染料で

ある「陳脂」を白色の 「鉛白」で量して招り

込み染めたものと判定できる。また、同様の

色味を持った枝垂桜の花弁の文様もあるが、

これも「陳脂」を 「鉛白」で量したものであ

ろう。

また、この枝垂桜の枝の部分 どと葉の部分 θ

は暗い赤紫を呈しているが、これらの部分か

らは陳脂 と藍の混色を示す特性 Rfスペクトル

(Rf 012&013)が 得られた。このことから、

これ らの暗い赤紫は紫味の赤色染料である

「陳脂Jに青色の「藍」を混ぜて染めたこと
が角平る。

牡丹の緑の葉の部分 Fか らは、ベロ藍の特

性 Rfスペク トル (Rf 004)が得られ、また同
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様の部分 gからは鉄とヒ素の両元素が検出さ
れた (XRF 003)。 このことから、これらの緑

は青色の 「ベロ藍」と黄色の「石黄Jに よる
混色と判定した。

さらに赤色の霞紋様の白抜き部分に重ねて

染め込まれた円形の草文様の部分 乃や牡丹の

キの部分 ブからも同様の結果が得 られた。こ

れ らの緑色も「ベロ藍」と「石黄」によるも

のと判定できる。

そして、地色の部分 ブからは藍の特性 Rfス
ペクトル (Rf 001)が得られた。このことか

ら、地色の青は「藍Jに よって染められてい
る。

以上の通り、この紅型衣裳の赤色には「朱」

を、紫味の桃色には 「鉛白」に「陳脂」を混

ぜ、橙色には「朱」に「石黄」を混ぜ、緑色

には「ベロ藍」と「石黄」の混色を、青色に

は 「ベロ藍」を、そして青紫色には「陳脂 J

と「藍」を混ぜて染め、さらには地色を「藍」で染めている。
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もめんしろじ ゆきわ きくいなずま りl´〉′うまるもんよう りょうめん びんがた ひとえ ぃしょぅ
木綿白地雪輪菊稲妻に龍の丸文様両面紅型単衣裳

【資料番号:115】

≪半白地型 。大模様型・両面染≫

稲妻の中に、菊、牡丹、そして龍をそれぞ

れ丸文に構成し、これらを雪輪文に重ねて染
められている。

濃い稲妻の部分、浅い色の菊や牡丹そして

龍の文様部分からは、いずれも藍の特性 Rfス
ペクトルが得られた (Rf 001、 004、 002)。 こ

のことから、これらは、いずれも青色の「藍」
で染めている。
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もめんひいろじつるまつかわひしりがうすいきくもんよう りょうめんびんがたあわせ いしょう

木綿緋色地鶴に松皮菱流水菊文様両面紅型袷衣裳
【資料番号1117】

≪白地型・大模様・両面染≫

松皮菱に流水、鶴に菊、そして梅文様に象

られた中に亀と梅の文様が描かれ、衣装全体

の緋色の地の中に強い色調で隙間なくそれぞ

れの文様が染められている。緋色の地色は文

様を差した後、糊伏せして染められている。

松皮菱の赤色部分 βからは水銀元素が検出

された (XRF 002)。 このことから、ここには
「朱Jが使われている。

松皮菱に沿つて施 された流水の文様部分 わ、

桜の花弁文様先端部の量し部分 ο、そして鶴の

羽の先端部分 ♂は、いずれも濃い紫であり、

これらの部分からは陳脂と藍の特
Jtt Rfス ペク

トル (Rf 001)が、また陳脂の特性 3DFスペ

クトル (3DF 005)が それぞれ得られた。これ

らのことから、濃い紫に量されている部分は、

それぞれ紫味の赤色染料である「陳脂」を差

し、その上に青色の 「藍」を差して染めてい

る。

鶴の背 θや菊の花弁 √の青色からはベロ藍

の特Jtt Rfス ペク トル (Rf 007)が 得られ、ま

た鉄元素と僅かな鉛元素が検出された (XRF

006&011)。 これらのことから、この吉Ь分は

それぞれ青色の 「ベロ藍」に白色の「鉛白」

が混ぜられ染色されている。

鶴の羽の橙色部分 ふ 菊の芯の橙色部分 力、

そして梅の花を象つた橙色 ′からは、いずれ

も水銀とヒ素元素が検出された (XRF 004,007

&008)。 このことから、これらの橙色は赤色の「朱」と黄色の 「石黄」によつて染色され

たものと判定できる。

鶴の尾羽の部分や菊の葉の部分は緑に彩られている。菊の葉の部分 ノからは鉄元素とヒ

素元素が検出された (XRF 010)。 このことから、これらの緑は青色の「
ベロ藍」と黄色の
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「石黄」による混色によって発色させそいる。

そして、地色の部分 ′からは、水銀 と鉛元素が確認された (XU 001)。 このことから、
この地色の緋色は「朱」に白色の「鉛白」を加えて明るい赤色に仕上げていることが解る。
これまで、この地色は “曜陳脂"と も言われていたが、朱を鉛白で薄めて染めている。

以上の通り、この紅型袷衣裳では、赤色の「朱」、「朱」と「鉛白」の混色による緋色、
さらイこ「朱」と「石黄」による橙色、 「ベロ藍」の青色、この「ベロ藍」と「石黄」の混
色による緑色、そして濃い赤紫色には「陳脂」と「藍」の混色が使われていた。

尚、この衣裳には、硫黄化合物の顔料として「朱 (硫化水銀)」 や「石黄 (硫化ヒ素/
三硫化ニヒ素)」 が、また一方では鉛元素を主成分元素とする「鉛白 (塩基性炭酸鉛)」
が多用されている。いずれの顔料も水 (空気中の水分)にはほとんど解けないが、鉛白は
前者の硫黄化合物と混合すると黒変の可能性があるとされている。また、紅型の白染に用
いられた鉛白が黒変している事例もある12・ 13)。 これらのことから、衣裳全体に黒変が進
み鮮やかさが失われていく懸念がある。
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もめん しろじいなずま ゆき

'つ

きくしょうちくばい びんがた ひとえ いしょう

木綿白地稲妻に雪輪菊松竹梅紅型単衣裳
【資料番号:114】

≪衣裳≫

大胆に縦に走る稲妻文様を色とりどりに描

き、その稲妻の中に落ちていくような構図で

雪輪文を配置し、それぞれの雪輪文の中には

菊、松、竹、あるいは梅をそれぞれ描いてい

る。

縦に走る稲妻文様の赤色部分 βからは水銀

元素が検出され (XU 005)、 暗く濃い紫色部

分 わからは陳月旨と藍の特
Jtt Rfス ペクトル (Rf

005)と 陳脂の特性 3DFスペクトル (3DF 008)
が得られ、また橙色部分 じからは水銀元素と

ヒ素元素が検出され (X郎 001,002&003)、

そして青色部分 がからはベロ藍の特性 Rfス ペ

クトル (Rf 003)が得られるとともに鉄元素

と鉛元素が検出された (XRF 004)。 これらの

ことから、縦に走る稲妻の赤色 θは「朱」に

よつて、暗く濃い紫色 わは紫味の赤色染料「陳

脂Jと 青色染料 「藍」を合わせ、また橙色 θ

は赤色顔料の「朱Jと 黄色顔料の 「石黄」を

混色 して、さらに青色 どは 「ベロ藍Jに 白色
の「鉛白」を混ぜて染めている。

雪輪文の中には、それぞれ赤紫色に染めら

れた松の文様 θ、梅の花弁文様 式 そして菊の

言文様 ♂がある。これらの赤紫色からは、い

ずれも,燕脂の特性 Rfスペクトル (Rf 007)と

特 1上 3DFス ハミク トル  (3DF 003,3DF 007&3DF
008)が得られ、さらに鉛元素が検出された

(XRF 008)。 これらのことから、雪輸文の中

に描かれた赤紫の松の葉 θ、梅の花弁 氏 そし

て菊の吉 どは、いずれも「陳脂」に「鉛白」

を混ぜて染めたものと判定 した。

また、雪文様の中の菊紋様には、紫色の苦

力があるが、ここからは陳脂 と藍の特性 Rfスペク トル (Rf 008)が得られ、また鉛元素が

検出された (XRF 009)。 これらのことから、この紫色は紫味の赤色染料 「陳脂」に青色の

[r

ー II与 ,
ヽン常
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「藍」を混ぜ、さらに白色の「鉛白」を加えて染めたものと推定した。

次に、雪文様の中には、赤紫の松文様の下に竹の葉の文様 ブや菊紋様の葉の部分 ブ等の

緑色に染められた部分がある。 これ らの緑色からは、鉄元素とヒ素元素が検出され (XRF
007)、 またベロ藍の特性 Rfスペク トル (Rf 006)カミ得られた。これらのことから、いずれ
の緑色も青色顔料の 「ベロ藍」と黄色顔料の「石黄」を混色 して緑色に発色させているこ

とが確認 された。

以上の通 り、この衣裳では、赤色を「朱」によって、暗く濃い紫色は 「陳脂」と「藍」
を混ぜて、橙色を「朱」と「石黄」の混色によって、青色は 「ベロ藍」に「鉛 白」を混ぜ

て、赤紫色は 「陳脂」に「鉛白」を混ぜて、また紫色は「陳脂」と「藍」に「鉛白」を加
えて、そして緑色は 「ベロ藍」と「石黄」を混色して染めている。
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りょくうるし さんすい
′ろうかく じんぶつ はくえ ろつかくじきろう

緑漆山水楼 F各日人物箔絵六角食籠
【資料番号:454】

蓋や身の全ての面を緑色の地色 とし、そこ

に箔絵で山や川を望む建物と人物を配 して描

き、余白には金を蒔いて雪が降る光景を表現

している。

緑色の地色部分 βからは、藍の特性 Mスペ
クトル (Rf 002)が 得られ、また鉄元素と金

元素 とヒ素元素が検出された (XRF 001)。 こ

のことから、地色の緑は青色の「藍」と黄色

の「石黄Jに よる緑漆であり、同時に検出さ
れた金元素は余白に蒔かれている金に由来し、

鉄元素は下地に使われた黒漆に由来するもの

と推定した。

また、赤色に彩られた建物の壁部分 わおよ

び わ'か らは、いずれも水銀元素が検出され

た (XRF 002&XRF 003)。  このことは、この
赤色は「朱Jを漆に混ぜた “赤漆"で彩色さ
れていることが解る。

尚、金の箔絵部分 θからは、金元素が検出

されている (XRF 004)。
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もめんあさじ ゆきわ きく たちばな うめ さくら もんよういしょぅ

木綿浅地雪輪に菊橘梅桜文様衣裳
【資料番号:116】

≪衣裳≫

雪輪の中に梅などの小さな花が敢
り込まれている図柄と菊、橘、桜な

どの花だけの図柄を連続させて繊細
に染めている。

雪輪文様の青色部分 βからはベロ

藍の特性 Rfスペクトル (Rf 003)力ゞ

得られた。このことから、この雪輪
文様は青色顔料の 「ベロ藍」によっ

て染められたことが解る。

多くの有彩色の染顔料は赤外線を
反射する。しかし、青色顔料のベロ藍だけは赤外線を吸収する。そのため、多彩な染顔料
によって染められた衣裳に赤外線を照射して撮影すれば、ベロ藍によって染色された部分
は赤外線を吸収して黒く沈んで撮影される。そして、この赤外線写真によるモノクロ画像
の濃淡は、ベロ藍を差した分量にも関係し、その部分にベロ藍が多く存在すれば黒く、少
ない部分は灰色となって観察される。

この衣裳を室内光の下で撮影 した通常写真 (左 )と 同一被写体を赤外線光の下で撮影 し
た赤外線写真 (右)を下記に示 した。赤外線写真 (右 )では、雪輪文様の部分 βも、また
雪輪文様と同様の青色を呈している桜の葉文様 ム 青味を持った紫色の桜紋様 σ、雪輪の中
の紫味の葉文様の一部 ♂と梅の花弁紋様の一部 θが黒い濃淡をもつて映し出されている。
このことから、雪輪文様 βと同様に青色を呈している桜の葉文様 わには 「ベロ藍」が使
われ、また青味を呈した紫色の桜紋様 θや雪輪の中の葉文様の一部 ♂と梅の花弁紋様の一

部 θには「ベロ藍」も加えられて染められていることが解る。

1
氷 ヤ
と鉾
守

0ウ

奪 ウ

４攘
◇

通常写真 (室内光)
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尚、桜の葉文様 わと わ
′
は、縦に琵んだ黄色と赤色の桜の文様を中央にして、両側に描

かれている。そして、右側の葉文様 わ'からは炭素を主成分とする墨の特性 Rfスペクトル

(Rf 009)が得られた。この箇所の赤外線写真では、左側の葉文様 わよりも右側の葉文様

わ'の方が、より黒く映し出されている。赤外線を吸収して、赤外線写真では黒く映し出さ

れる物質として、一般的に無彩色の黒色に染める “墨"が良く知られている。これらのこ

とから、右側の葉文様 わ
テ
には「墨」が差されていて、左側の葉文様 わよりも右側の葉文

様 わ'の方が、より黒化して撮影されたものと考察できる。

次に、雪輪の中に描かれた赤紫色の橘の文様部分 デと椿の文様部分 ♂からは、陳脂の特

性 Rε スペ ク トル (Rf 007)と 特性 3DFス ペ ク トル (3DF 003)が 得 られた。 この ことか ら、

これらの赤紫色は「脚 ]旨」で染められたことが解る。

また、雪輪の中に描かれた葉文様には白く量された部分 力があり、これと同様に上記の

橘の文様部分 デや椿の文様部分 すにも白い量し部分がある。これらの量しは、葉文様の量

し部分力から鉛元素が検出された (XRF 007)こ とから、白色顔料の「鉛白」が使われてい

ると判定した。

そして、この衣裳には、くすんだ暗い紫味の菊の文様 ノや緑色の橘の文様 ス そして赤

味を持った黄色と赤色の桜の文様 ′とプが描かれている。

先ず、くすんだ暗い紫味の菊の文様部分 ノからは、藍と陳脂の混色を示す特
Jtt Rfスペク

トル (Rf 006)が得られた。このことから、この菊の文様部分 プは、紫味の赤色染料「陳

脂」に青色染料の「藍」を混ぜて染めていることが解る。

次に、緑色の橘の文様部分プからは藍の特性 Rfスペクトル (Rf 010)と ヒ素元素および

鉛元素が検出された (XRF 002)。 このことから、ここでは白色の「鉛白」を差 し、そして

青色染料の「藍」と黄色顔料の「石黄」によつて緑色に発色させていることが解る。

さらに、赤味を持った黄色の桜の文様部分 ′からはヒ素元素と水銀元素が検出され (XRF

001)、 その下側に描かれた赤色の桜の文様部分 ′からは水銀元素のみが検出された (XRF

006)。 これらのことから、赤味を持った黄色の桜文様 そは黄色顔料の「石黄」に赤色顔料

の「朱」を加え、一方の赤色の桜文様 yは赤色顔料の「朱」のみオど用いて染めていること

が解る。

そして最後に、この衣裳の地色の部分 "か
らは藍の特性 Rfスペクトル (Rf 001&Rf 002)

が得られた。このことから、この衣裳の地色は青色染料の「藍」によつて染められている。

以上の通 り、この衣裳の地色は「藍」によつて、雪輪文様は「ベロ藍」を用い、この雪

輪文様の中に描かれた橘や梅の赤紫色には「陳脂」を、そして菊の文様は「藍」と「陳脂」

を混ぜ、緑色の橘の文様は「鉛白」を差して
「藍」と「石黄」で発色させ、赤味の黄色い

桜文様は「石黄」に「朱」を力日え、そして赤色の桜文様は「朱」を用いて染め、これらの

桜の葉文様には「墨」を差して染めている。
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ちょまあさじくもとリゴつしだれざくらつばめもんよういしょう

苧麻浅地雲取に松枝垂桜燕文様衣裳
〔資料番号:113】

≪白地型 。大模様型 。両面染≫

芋麻に地色は浅く青く染められ、濃く鮮や

かな赤色 と黄色の瑞雲の中に赤紫と濃くて暗

い紫と緑の植物文を描き込み、瑞雲の下には

濃い緑色と赤紫色の松文様を大きく配置して、

衣裳の肩山、後身頃、そして裾の部分に枝垂

桜を描いて、そこを飛び交 う燕を色分けして

染めている。

視線を集めるように濃い赤色に染められた

瑞雲文様 βからは水銀元素が検出された (XRF
002)。 このことから、ここでは赤色顔料の「朱」

が使われていることが解る。

また、もう一方の黄色の瑞雲文様 わからは
ヒ素元素が検出された (XRF 001)。 これは、

この濃い黄色に黄色顔料の 「石黄Jを使用し
ていることを示 している。

次に、緑と赤紫の松文様であるが、緑色の

松文様 εからはベロ藍の特性 Rfスペクトル

(Rf 002)が得 られ、また鉄元素とヒ素元素
が検出された (X部 003)。 これらのことから、

この緑色は青色顔料の 「ベロ藍」と黄色顔料
の 「石黄」によって発色させたことが解る。

また、一方の赤紫色の松文様 どからは陳脂

の特性 Rfスペク トル (Rf 013)と 特性 3DFス
ペクトル (3DF 009)が 得られた。すなわち、

この赤紫色は紫味の赤色染料である「】悧]旨」で染められている。

尚、これらの松文様の縁 (先端)部分 θおよび θ
′
は、いずれも濃く彩られている。し

かし、この部分に差された染料あるいは顔料を特定することはできなかつた。可能性とし

てイま「墨」が考えられる。

また、いずれの松文様にも松葉の枝が白く抜かれて描かれている。緑の松文様では赤紫

色 Fを差すことによって、また一方の赤紫の松文様では濃くて暗い紫色 ξを差すことによ
つてそれぞれ松葉の枝を白く抜いて表現している。ここで使われている赤紫色 デからは陳

脂の特性 Rfスペクトル (Rf 011)カミ得 られ、一方の濃 くて暗い紫色 どからは陳脂と藍を混

色した特性 Rfスペク トル (Rf 014)カミ得られた。このことから、緑の松文様の赤紫色 Fは
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「陳脂」によつて、
~方の赤紫の松文様め濃くて暗い紫色 どでは「陳脂」に青色の染料「藍」

オど加えて表現したものと推定できる。

.●
=¬
Ⅲ Ⅲ

さらに、瑞雲文様の中には赤紫色の植物文 カ

や、濃くて暗い紫色の植物文 ノと緑色の植物

文 プが描き込まれている。

先ず、赤紫色の植物文 力から陳脂の特性 Rf

スペクトル (Rf 021)が 得 られた。このこと

から、この赤紫には「陳脂」が使われている

ことカミ角早る。

次に濃くて暗い紫色の植物文 ゴから陳脂と

藍を混色した特性 Rfスペク トル (Rf 017&Rf

019)が得られた。これは、この濃くて暗い紫

この衣裳の肩山、後身頃、そして裾の部分

に枯かれている枝垂桜の花弁には、鮮やかな

赤色の花弁 ム黄色の花弁 プ、赤紫色の花弁 私

そして濃くて暗い紫色の花弁 刀がある。

先ず、前記の分析結果を踏まえて推定すれ

ば、これらの花弁の内、鮮やかな赤色の花弁 そ

イま「朱」であり、黄色の花弁 ゴは「石黄」で

あると考えることができる。

また、赤紫の花弁 ″からは陳脂の特性 Rfス
ペクトル (Rf 009)が得られた。すなわち、

この赤紫は「陳脂」によつて染められている。

そして、濃くて暗い紫色の花弁 刀からは、

陳脂と藍を混色 した特
′陛 Rfスペク トル (Rf

022 &Rf 023)が 得 られた。このことから、
この花弁 ヵは、紫味の赤色染料「陳月旨」に青

色の染料 「藍」を加え、濃くて暗い紫色に染
″
めたものとすることができる。

また、この枝垂桜の間を飛び交う燕も異な

る色で配色している。すなわち、濃 くて暗い

紫に染められた燕 ο、赤紫に染められた燕 ρ、

さらには風切羽を黄色 く染めて頭か ら胸と尾

羽まで赤色に染めている燕 転そして赤紫に染

―

筆

が紫味の赤色染料 「1燕脂Jと青色の顔料 「藍」で染められていることを示している。

そして、緑の植物文 ノでは、ベロ藍の特性 Rfスペクトル (Rf 003)が得られ、さらに鉄

元素とヒ素元素、そして鉛元素が検出された (XRF 008)。 このことから、この緑色は青色

顔料の「ベロ藍」と黄色顔料の 「石黄」を混ぜて緑色に発色させたもので、これに白色顔

料の「鉛白」を力日えていることを推定させた。

韓グ

鱗 諄 ―

ヽ
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められた燕 rでぁる。
先ず、濃くて暗い紫に染められた燕 οから
は,燕脂と藍を混色した特性 Rfスペクトル (Rf
031)が得られた。このことから、この燕 οは
紫味の赤色染料 「陳脂」に青色の染料 「藍」
を力日えて染めていることが解る。

次に、赤紫に染められた燕 ´からは陳脂の

特性 Υ スペクトル (Rf 032)が得られ、この

燕 pは 「陳脂」で染められている。
さらに、風切羽を黄色く染め、頭から胸と

尾羽まで赤色に染めている燕 σであるが、風

切羽の黄色の部分 ダは前記の分析結果を踏まえて考察すれば「石黄Jと 推定できる。また
頭から尾羽にかけて染められている赤色の部分 プからは朱の特性 Rfスペク トル (Rf 036)
が得られ、これは赤色顔料の「朱Jで染めていることを示している。
そして、赤紫に染められた燕 rか らは陳脂と藍を混色した特性 Rfスペク トル (Rf 031)
が得られた。このことから、これも前者の燕 οど同様に、紫味の赤色染料 「陳脂」と青色
の染料 「藍」による染色と判定できるが、前者の燕 οが濃くて暗い紫であるのに対 して、

明るい紫であることから、ここでは白色の 「鉛白」も同時に差されていることが考えられ

る。

そして最後に、この衣裳の地色の淡い青色であるが、この地色の青色部分 ♂からは藍の

Rfスペク トル (Rf 001)が 得られた。・すなわち、この衣裳の地の色は青色染料の「藍」に
よつて浅く染められている。

尚、この衣裳を室内光の下で撮影した通常写真 (左 )と 同一被写体を赤外線の光の下で
撮影した赤外線写真 (右)を次ページに示した。前項の 【資料番号 116:木 綿浅地雪輪
に菊橘梅桜文様衣裳】と同様、赤外線写真 (右)では青色顔料のベロ藍で染められている
部分が黒く沈んで写しだされる。このことを踏まえて推定すれば、枝垂桜の枝の緑の葉が

黒色に撮影されていることから、この緑には青色の顔料 「ベロ藍」が含まれており、ここ

では青色顔料の「ベロ藍Jに黄色顔料の「石黄」を混ぜて緑色に発色させていると考える
ことができる。

また、前記した赤紫の松文様において、その松葉の枝を白く抜いて表現するために用い

た “濃くて暗い紫色 ゴ'を紫味の赤色染料「陳脂」と青色の染料 「藍」の混色と推定した

が、この赤外線写真 (右)の結果を踏まえて考察すると、この部分が黒色に沈んで撮影さ
れていることから、さらに「塁」を差し加えて暗い紫色に染めたことが考えられる。

以上の通 り、この衣裳においては、 「藍」で浅く青色に染めた地色に、濃く鮮やかな赤

色の瑞雲を「朱」で染め、また同様に鮮やかな黄色の瑞雲を 「石黄」で染め、その下には

「ベロ藍」と「石黄」で緑に染めた緑色の松と「陳脂」でそめた赤色の松を配置し、さら

に紫色の植物文や桜の花弁と燕は 「陳脂」で、濃くて暗い紫色の植物文や桜の花弁と燕は

「1燕脂」イこ「藍Jを加えて、また緑色の植物文や桜の葉は「ベロ藍」と「石黄」を混色し

て、さらには鮮やかな赤色の桜の花弁や燕は「朱」でもつて、それぞれ染めだしている。
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きいろじかすみしだれざくらとぶとりきつかもんよういしよう

黄色地霞に枝垂桜飛鳥菊花文様衣裳

【資料番号 :80】

≪衣裳≫

木綿に地を黄色に染め、赤色の大柄な梅文様

を背景にして、緑、紫、桃色、そして青の松文様

を配置し、その下に枝垂桜を描き、裾のあたりに

芝垣と菊花、その菊の花と小さな桜の花弁の間を

燕と蝶が飛び交う姿を描いている。

ぼ撼ミ

・肩の部分には、赤色の大柄な梅文様を背景にして、緑、紫、桃色、そして青の松文様が描か

れている。この部分を室内光の下で撮影した通常写真 (左 )と同じ被写体領域を赤外光の下で撮

影した赤外線写真 (右 )を下記に示した。

通常写真 (室内光) 赤外線写真

前項 【資料番号116:木 綿浅地雪輪に菊橘梅桜文様衣裳】と同様、赤外線写真 (右 )
では、青色のベロ藍が使われている部分が黒く沈み、それよりも黒化している部分には墨

が使われていると推定できる。

大柄な梅文様を染めている赤色部分 βからは、朱の特性 Rfスペク トル (Rf 010)が得ら

れ、また水銀元素が検出された (XV 006)。 ここで検出された水銀元素は朱の主成分元素
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に由来している。このことから、この赤色部分 βには赤色顔料の
「朱Jが染められている

と判定した。この赤色顔料の「朱」は赤外線を強く反射する。そのため、赤外線写真 (右 )

では、この部分 βが明るく白く抜けて映つている。

次に松の文様部分であるが、先ず緑色の松の文様部分 わからは、
ベロ藍の特性 Rfスペク

トル (Rf 008)が得られ、さらに鉄元素とヒ素元素が検出された。この鉄元素は
ベロ藍の

主成分元素に由来し、ヒ素元素は石黄の主成分元素に由来する。
このことから、この緑色

の部分 わは青色顔料の
「ベロ藍」と黄色顔料の「石黄Jを混ぜて発色させていることが解

る①ここで使われているベロ藍は赤外線を吸収する。そのため、赤外線写真 (右)では黒

く沈んで映し出されている。

次に紫色の松文様の部分 εであるが、この部分は白く量されて染められて
いる。この部

分 εの分析結果では、藍の特性 Rfスペクトル (Rf 006)カ
ミ得 られ、また水銀元素と鉛元素

が検出された (XV 003)。 水銀元素は朱の主成分元素に由来し、鉛元素は鉛白に由来する。

これらの結果から、この紫色の部分 οは、青色の染料
「藍」と赤色の顔料 「朱Jが混ぜら

れて紫色に発色され、さらに白色の顔料
「鉛白」が加えられて量され染められていると解

析できる。

そして、配色は異なるが同じように量された桃色の松文様がある。この桃色の部分 ♂か

らは朱の特性 Rfスペクトル (Rf 004)が 得られ、さらに水銀元素と鉛元素が検出された (XRF

004)。 水銀元素は朱の主成分元素イ睾由来し、鉛元素は鉛白
の主成分元素に由来する。すな

わち、この桃色は赤色顔料の「朱Jに 自色顔料の「鉛白」を混ぜて白く量して桃色に発色

させた部分である。これらの「朱」や「鉛白」は、いずれも赤外線を反射する。そのため、

赤外線写真 (右)を観れば明らかなように、明るく白く抜けて映つている。

そして次には、青色に染められた松文様がある。この青色部分 θからは、
ベロ藍の特性

Rfスペク トル (Rf 002)が 得られ、さらに鉄元素が検出された (XRF 005)。 このことから、

この松文様 θは青色顔料の 「ベロ藍」によつて染められたことが解る。前記した通り、
ベ

ロ諄_は赤外線を吸収する。そのため、赤外線写真 (右 )では暗く沈んで映 し出されている。

さて、これらの、緑色、紫色、桃色、そして青色の松文様がそれぞれ映し出されている

上記の赤外線写真 (右)を観察すれば明らかなように、いずれの松葉文様においても、そ

れぞれの縁取り部分が最も黒化 して映し出されている。また、この縁取 り部分 ∫および ♂

から得られた Rfスペク トル (Rf 007&Rf 009)で は、可視光線から赤外線領域における

光が全て吸収されており、全ての波長領域における反射率は 10%以下であつた。これらの

ことから、それぞれの縁取り部分には、黒色の
「墨」カミ差されていることが推定される。
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・大柄な松文様の下に描かれている枝笠桜の文様部分を室内光の下で撮影した通常写真

(左 )と同じ被写体領域を赤外光の下で撮影した赤外線写真 (右 )を下記に示した。

通常写真 (室内光) 赤外線写真

枝垂桜は、これも多彩な色材をもつて花弁や苦そして枝振 りを描いている。赤色の色材

で縁取って白く抜いた花弁、白く量した紫色の花弁、そして青色の花弁、さらには緑色と

青色の書や黒と淡紫色の枝振りが表現されている。

先ず、赤色の縁取 りで描いた白抜きの花弁であるが、この赤色の縁取 り部分 ねからは朱

の特性 Rfスペク トル (Rf 013)が得られ、同様の部分から水銀元素が検出された。このこ

とから、この花弁の縁取りには赤色顔料の 「朱」カミ使われている。この赤色顔料の朱は赤

外線を強く反射するため、赤外線写真。(右 )では、この白抜きの花弁の姿が映し出されて
いない。

また、白く量けた桃色に染められている花弁 ブもある。ここからは朱の特性 Rfスペクト

ル (Rf 015)が得られ、さらに水銀元素と鉛元素が検出された (XRF 010)。 この分析結果

は、前記 した松文様の中の桃色と同様、この桃色の花弁 プが赤色顔料の 「朱」と白色顔料

の 「鉛白」によつて染められていることを示している。

次に、白く量された紫色の花弁ブは、前記 した松文様の中の紫色と同様、青色の染料
「藍」

と赤色の顔料 「朱」を混ぜて紫色に発色させ、さらに白色の顔料 「鉛白Jを加えたものと
推定できる。尚、この紫色の花弁 ノの先端部は、黒く量されて染められている。この黒い

量 し部分 ブ
ジ
からは塁の特性 Rfスペク トル (Rf 016)が 得られ、赤外線写真 (右 )で も黒化

している。このことから、この紫色花弁 ノの先端部 メ は「墨Jに よる黒量しであると判
定できる。

そして、青色の花弁 ′からは鉄元素が検出され (XRF 009)、 また同じ青色の雷 プからは

ベロ藍の特性 Rfスペクトル (Rf 019)が 得 られた。これらの分析結果から、前記の松文様

の中の青色と同様、いずれも「ベロ藍Jに よつて青色に染められていることが解る。

また、枝垂桜の文様の中には緑色の苦が描かれている。この緑色の者の部分 〃からは
べ

口藍の特性 Rfス ペク トル (Rf 020)が得られ、また鉄元素とヒ素元素が検出された (XV 007)。

このことは、前記した松文様の中の緑色と同様、この緑色の部分 ′も青色顔料の
「ベロ藍 J

ノ

盟

r
4
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と黄色顔料の「石黄」で緑に発色させ染めている。

尚、この枝垂桜の枝葉は黒く染められている。この枝葉の黒色部分 ヵから墨の特性 Rfス

ペクトル (Rf 012)が得られた。すなわち、赤外線写真 (右)においても、この枝葉部分
は全て黒化 して映し出されていることから、この枝葉の黒色は

「墨」で描かれたものと判

定できる。

・裾の部分に描かれた、芝垣と菊花の文様部分を室内光の下で撮影した通常写真 (左 )と同じ

被写体領域を赤外光の下で撮影した赤外線写真 (右 )を下記に示した。

通常写真 (室内光 ) 赤外線写真

芝垣を彩る赤色や緑色、紫色の花弁や白く量された赤色で枯かれた花弁、そして緑色や

青色の葉文様などは、上記の分析結果を踏まえて考察すれば、いずれも他の文様部分を同

じ色彩に染めている染料や顔料と同様の色材であると推定できる。例えば、紫色の菊の花

弁からは、藍 と朱の混色による特性 Rfスペク トル (Rf u006)が 得られている。すなわち、
この紫は前記 した松文様の中の紫色と同じ青色染料 「藍Jと 赤色顔料 「朱」を混色して発
色させていると推定でき、また白く量された赤色の菊の花弁からは、朱の特性 RFスペク ト
ル (Rf u003)が得られていることから、この白く量された赤色は、前記 した松文様の中の

桃色と同じように、赤色顔料の 「朱Jに 白色顔料の 「鉛白Jを加えたものであると推定で
きる。さらに、緑色や青色の葉文様からは、いずれもベロ藍の特性 Rfスペクトル (Rf 002

T
で

,

市
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&Rf 001)が得られている。このことから、前者の緑色が青色顔料の「ベロ藍」と黄色顔
料の「石黄」を混色して、後者の青色が青色顔料の「ベロ藍」のみによって染められてい
ると推定できる。

最後に、この衣裳全体を彩っている地色の黄色部分 οから、ヒ素元素のみが検出された
(XRF 001)。 すなわち、このヒ素元素は石黄に由来するものであり、この衣裳の鮮やかな
地色は黄色顔料の「石黄」によつて染められている。

以上の通り、この衣裳は地色を「石黄Jで染め、それぞれの文様は赤色の「朱」によっ
て、緑色は「ベロ藍」と「石黄」によつて、紫色は「藍」と「朱」に「鉛白」を加えて、
り色色は「朱」に「鉛自」を加えて、そして青色は「ベロ藍」によって、さらには黒色の「墨」
をもって量して染め出している。
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ちょまあいじうめまつばもんよういしょう

苧麻藍地梅松葉文様衣装
【資料番号:118】

≪衣裳≫

藍の地に梅 と松葉の模様が細かく

白抜きされて散りばめられ、それに

赤や黄色を点在させている。

地色の部分 汐からは、藍の特性 Rf

スペク トル (Rf 001)が えられた。

このことから、この地色は「藍」で

染色されている。

また、地色の青に赤や黄色の点文

様が置かれているが、この赤色部分

わからイよ、 ヤヽずれ も】燕月旨イこ由来する
特性 Rfスペク トル (Rf 002)と 特性

3DFスペク トル (3DF 003)が得られ
た。これらのことから、この赤色は
「陳脂」によるものと判定できる。

しかし、黄色の部分 εからは、染

料あるいは顔料を特定することがで

きる分析データは得られなかつた。

拡大写真

顕微鏡写真
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